
 

 

 

  

学校名：県立横浜南支援学校  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（２月 14日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （１月 26日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

・児童・生徒の
自立と社会参加
を目指した教育
活動を実践す
る。 
 
 
 
 
・ＩＣＴ機器等
の有効利用に 
よる多様な授業
の実践・研究を
推進する。 
 
 
 

①授業改善につ
ながる研究を重
ね、よい授業実
践を行う。 
 
 
 
 
 
②ICT機器を活
用した授業実践
を広げる。 

①ポストコロナの
教育も視野に入れ
つつ、教員自ら
が、主体的・対話
的に研究・研修し
た成果を実践に生
かす。 
 
 
②ICT機器の活用
による学びの機会
や協働的な学びの
場面を増やす。 

①研究・研修を
授業に生かすこ
とができたか。 
 
 
 
 
 
 
②ICT機器の活
用による学びの
機会や協働的な
学びの場面を増
やせたか。 

①教員個々が自ら課題意識
をもって設定したテーマを
もとにグルーピングをし、
少人数グループで研究を進
めた。国立特別支援教育総
合研究所所員による指導助
言を受け、研究を深めるこ
とができた。 
 
②ICT機器を活用し、教
室、病棟、施設、一時外泊
中の自宅等、様々な場所を
オンラインでつないで授業
を展開することができた。 
・夏季休業中に職員個々の
希望に沿った機器操作研修
会を 10回以上開催し、職
員のスキルアップを図るこ
とができた。 
 

①ここ数年は、少人数グ
ループで活動し、活発な
討議ができ、一定の成果
を上げることができた。
来年度以降は、次の４年
間の目標に照らし合わせ
て、研究方法や研究内容
を検討する予定である。 
 
②今後も、ICT機器をより
多くの場面で効果的に活
用できるよう、さらなる
研鑽を重ねる。また特
に、一人一台専用端末の
導入に伴い、オンライン
以外で ICTを活用した授
業実践を展開することが
できるよう、研鑽を重ね
る。 

①職員一人ひとりが課題意識
をもって研究・研修に取り組
んでいる。今後も、実践につ
ながる研究・研修を積み重ね
てほしい。 
 
 
 
 
②一人一台専用端末が整備さ
れたことにより、教育実践の
可能性が広がったと思われ
る。他校の実践も参考にしな
がら、横浜南支援学校の実態
に合わせた活用が望まれる。 
 

①教員個々が主体的に
研修することができ
た。それぞれのグルー
プの成果を、情報とし
て共有するだけでな
く、実践に生かしてい
くことが課題である。 
 
 
②学校と病棟、家庭な
どをオンラインでつな
ぐ実践は、一定の成果
を上げている。今後
は、一人一台専用端末
が整備されたことに伴
い、それらをどのよう
に活用していくかが課
題である。 

①新たな４年間の、
目標、および新たな
本校のミッションに
照らし合わせなが
ら、研究方法や研究
内容を検討する。 
 
 
 
②他校の実践事例に
関する情報を収集し
ながら、本校の指導
体制にマッチした活
用方法を模索してい
く。 
 
 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

・児童・生徒 
一人ひとりの 
個性や医療状況
を尊重し、教育
的ニーズに応じ
た指導・支援を
組織的に行う。 

①自尊感情を育
み自分や他者を
大切にする教育
に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②個別教育計画
の内容を共有す
ることで効果的
な児童・生徒の
指導・支援を行
う。 

①児童・生徒の自
己理解、他者理解
をすすめ、コミュ
ニケーション力の
育成に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②打合せや回議を
利用して情報を共
有することで統一
した指導・支援を
行うとともに見直
しを適切に行う。 
 

①児童・生徒が
理解協力する教
育活動の場を作
ることができた
か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②個別教育計画
の共有・見直し
により教育効果
を高めることが
できたか。 

①転出入が頻繁なため学級
集団作りが困難な中、授業
や行事の中で意見交換や他
者の意見を聞く機会を多く
設定することにより、自己
理解、他者理解をはぐくむ
ことができた。 
・その前提として、病棟や
施設など関係する他機関他
職種と定期的に開催するカ
ンファレンスに加え、日常
的な情報交換を通して、必
要な指導を行うことができ
た。 
 
②個別教育計画の活用に向
けて、口頭での共有や見直
す期間を設定することで、
教員間で児童・生徒の実態
の共通理解のもとに指導を
展開することができた。 

①今後も児童・生徒同士
が交流する場面を多く設
定し、主体的・対話的で
深い学びを実現させるよ
う、新型コロナウイルス
感染症対策を講じながら
活動を展開していく。 
・今後も、他機関他職種
連携を行い、児童・生徒
の医療状況、日々の体調
管理に加え、病棟内での
様子を把握しながら、指
導を行っていく。 
 
 
②病状による配慮事項や
転入前の学習状況が個々
によりに大きく異なるた
め、日々の情報共有を続
け定期的に見直しを行い
ながら有効に活用するこ
とで、教育効果を高めて
いく。 

①学校と病院関係者が、定期
的な会議に加え、日々の情報
共有を丁寧に積み重ねている
結果が、児童・生徒の健康管
理や治療効果、そして安心・
安全につながっていると思わ
れる。今後も是非、密接に連
携を取り合ってほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
②計画したことを見直しなが
ら、指導に生かしていくこと
は大切なことである。今後も
継続して取り組んでほしい。 

①病院と学校との間で
行われている様々な会
議やケースカンファレ
ンス、日々の情報共有
は、とても有意義であ
る。引き続き、連携協
力を行っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②個別教育計画の日常
的な共有と、定期的な
見直しを行い、有効に
活用することができ
た。 

①形骸化しないよ
う、会議の開催頻
度、開催時期、参加
メンバー等を見直し
ながら、適切に運営
をしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②日々の教育実践に
生かすために、より
よい方法を模索して
いく。 
 
 
 

 

３ 

 

 

 

 

進路指導・

支援 

 

 

・将来の生活の
充実を目指し、
進路指導、移行
支援、キャリア
教育を行う。 
 
 

①地元校の指導
を引き継いで児
童・生徒が主体
的に自己選択・
自己決定できる
ようにする。 
 

①キャリアパスポ
ートや地元校との
丁寧な引継ぎによ
り連続性のあるキ
ャリア教育を行
う。 
 

①キャリア教育
に連続性を持た
せることができ
たか。 
 
 
 

①学年に応じた丁寧な進路
を積み重ねた。また、キャ
リアパスポートについては
学期始めと学期末の節目に
活用することで、自分の将
来について考える機会とし
た。 

①転入時、転出時等様々
な機会をとらえて進路へ
の意識を持たせること
で、地元校と連続性のあ
るキャリア教育を目指し
ていく。 
 

①地元校との切れ目ない引き
継ぎは、医療面での情報共有
だけでなく、キャリア教育の
上でも大切なことである。今
後も引き続き、工夫を重ねて
取り組んでほしい。 
 

①転入時、転出時を中
心に適宜連絡を取り合
うことで、地元校との
切れ目ない指導につな
げた。 
 
 

①疾病の状況によっ
ても活用の度合いが
異なるが、個々の状
況に配慮して引き続
き取り組んでいく。 
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進路指導・

支援 

・将来の生活の
充実を目指し、
進路指導、移行
支援、キャリア
教育を行う。 
 
 

②一人ひとりに
応じた進路指導
を行う。 

②地元校と連携し
つつ、病院とも連
携し、児童・生徒
の状況に合わせた
適切な進路指導を
行うとともに、学
部全体で情報共有
する。 
 

②地元校や病院
と連携して適切
な進路指導がで
きたか、学部で
共有できたか。 

②公立高等学校入学者選抜
に際しては、新たに導入さ
れたインターネット出願シ
ステムに関する指導を行っ
た。 

②入学者選抜に関して、
公立と私立とでシステム
が異なることなども含
め、学部全体で共通理解
をし、保護者に対して適
切に情報提供ができるよ
うにしていく。 

②居住地が広範囲であり、公
立高校でも全日制、定時制、
通信制、さらに市立、私立
と、様々な選択肢がある。引
き続き個々の進路先に合わせ
て、丁寧に対応してほしい。 

②５名の公立高校受
検、１名の私立高校受
験に関わり、進路選
択、受検時の配慮事項
の申請等、個々の実態
に合わせて丁寧に対応
することができた。 

②中学部担当の全員
が制度を理解して、
進路指導を進める。 

４ 
地域等との
協働 

・病弱教育に 
関する理解・ 
啓発を図り、 
児童・生徒の 
地域生活が豊か
になるよう支援
を行う。 

①学校の情報や
研修会等の発信
を行い、病弱教
育委員会につい
ての理解が広が
るようにする。 
 
 
 
 
 
②児童・生徒が
学校生活や地域
生活に円滑に移
行し継続できる
ようにする。 

①ホームページの
充実や研修研究の
発信、支援冊子の
改訂・周知等で病
弱教育委員会の理
解をすすめる。 
 
 
 
 
 
②復学支援会議等
を丁寧に行うとと
もに、フォローア
ップから得た知見
をいかすことで円
滑な地域生活がで
きるようにする。 
 

①病弱教育につ
いて情報発信
し、病弱教育理
解に貢献できた
か。 
 
 
 
 
 
 
②復学支援会議
とフォローアッ
プの充実により
円滑な地域生活
を支援できた
か。 

①HPの運用に加え、学校だ
よりで各学部部門の日常の
取り組みや学校の身近な話
題について、病院スタッフ
向けに発信することができ
た。また、周辺の施設や保
育福祉専門学校、教育相談
の連絡会等で情報を発信
し、理解啓発を図った。 
 
 
②復学支援会議では、本
人、保護者、医師、看護
師、訓練士、本校担任、本
校コーディネーター、地元
校担任、コーディネーター
と、様々な立場のメンバー
が参加できるようコーディ
ネートし、地元校に対して
的確に引継ぎができるよう
努めた。 
 

①今後も本校の取り組み
や、病弱教育全般に関す
る情報発信を積極的に行
っていく。そのために、
学校だよりの新たな企画
を模索していく。また、
地域からの研修会講師派
遣依頼などの機会を通
し、病弱教育の理解啓発
を図っていく。 
 
②地元校との連携を深
め、円滑な復学について
支援を充実させていく。
また、退院後の外来通院
などの機会や、学校間連
携の中で情報を収集し、
フォローアップをさらに
充実させていく。 

①今回、学校運営協議会で出
されたアイディアである、学
校だよりの病院内開架、そし
て復学支援会議に関するチラ
シの作成など、提案が形にな
ったことは評価できる。今後
も、アレンジを加えながら、
病弱教育について情報発信を
してほしい。 
 
 
②復学支援会議は、地元校と
円滑に引継ぎをするための大
切な会議である。今後は、地
域のセンター的機能の一環と
して、横浜南支援学校に在籍
していない児童・生徒への支
援も充実させていってほし
い。 

①学校だよりの開架、
復学支援会議に関する
チラシの作成など、一
定の成果が見られた。
今後は、それらの訂正
運用を継続していくこ
とが課題である。 
 
 
 
 
②１月末の時点で 34
回の復学支援会議を実
施した。外来通院時に
復学後の情報を収集す
ることで、復学支援会
議の大切さを再確認す
ることができた。今後
は、フォローアップに
関する実践を積み重ね
てく。 

①ある程度限定した
対象者を想定したチ
ラシの作成など、ニ
ーズに応じて改定を
していく。 
 
 
 
 
 
 
②一定期間後に、地
元校のコーディネー
ターと連絡を取るな
ど、計画的な対応が
できるとよい。 

５ 
学 校 管 理 

学 校 運 営 

・教職員が同僚
性を発揮して質
の高い教育を展
開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童・生徒と
向き合う時間を
確保するため
に、働き方改革
を推進する。 

①校内外の協働
により、安全安
心な教育の場を
作る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②働き方改革の
成果や外部支援
の活用により、
教育環境の向上
を図る。 

①引き続き新型コ
ロナウイルス感染
症対策に取り組む
他、不祥事・事故
防止を図り、安全
安心な教育を行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
②ICT活用や校内
の全教職員が協力
はもとより、学校
外からの協力も
得、教育環境の向
上に努める。 
 

①病院や校内の
多職種と協働し
ての新型コロナ
ウイルス感染防
止対策や不祥
事・事故防止に
取り組めたか。 
 
 
 
 
 
 
 
②外部資源の活
用も含めた教育
環境の向上が図
れたか。 

①新型コロナウイルス感染
症対策が緩和される中、病
院の感染制御室との連携を
密に取りながら、病院のル
ールに合わせて適切に対応
を進めることができた。 
 
 
・病院の避難訓練に参加
し、情報伝達経路の確認等
に努めた。また、所管警察
署と連携し、不審者対応訓
練を実施した。 
 
②業務アシスタント、業務
サポーターと適切に連携を
図りながら、業務を遂行す
ることができた。また、オ
ンラインを活用した出前授
業、講師が来校してのワー
クショップなど、外部資源
を活用した質の高い授業を
展開することができた。 
 

①今後も、感染制御室と
連携協力、情報共有を行
い、社会情勢の変化も踏
まえながら、児童・生徒
の安全安心な教育環境を
確保する。 
 
 
・防災、防犯に対して、
繰り返し訓練を積み重ね
ることで、児童・生徒の
安全安心を守っていく。 
 
 
②今後も連携を進めると
ともに、業務マニュアル
を改訂しながら、業務改
善及び円滑な引継ぎを行
うことで、働き方改革を
一層推進していく。 

①社会情勢と、医療機関の中
にある学校とでは、対応が異
なるのは理解できる。今後も
連携協力の下、適切に対応を
していってほしい。 
 
 
 
・防災・防犯については、と
ても重要な視点であるため、
今後も定期的に訓練を積み重
ねていってほしい。 
 
 
②教師の多忙感については、
様々なところで取り上げられ
ている。必要なことは残しな
がら、効率化を図ることが大
切である。 

①コロナ前に行われて
いた調理実習(２回)、
校外学習(２回)、遠足
(３回)、修学旅行(５
回)などを安全に実施
することができた。 
 
 
・病院全体の避難訓練
に参加することで、現
時点での課題点が明ら
かになった。 
 
 
②病院の体制の変化や
社会情勢の変化が学級
数の変化につながり、
教員数が減少する見込
みである。教員数が減
っても持続可能な教育
課程づくり、組織作り
が課題である。 

①単純にコロナ前に
戻すのではなく、現
状に合わせた形に修
正改善を加えること
が重要である。 
 
 
 
・今後も、地道に訓
練を積み重ねること
で、災害時の安全を
図る。 
 
 
②担当する業務のマ
ニュアル化して、適
切に引き継ぐ。 

  


